
１９９４年１２月に閣議決定された「新エネルギー導入大綱」

では、２０１０年の太陽光発電の導入目標は４８２万kWと設定

されており、近年、特に採用が増加しています。このような中、

発電性能の向上と景観、建築デザインとの調和を求めるニ

ーズが強まっています。「建材一体型太陽電池モジュール」

は、太陽電池を強化ガラスで挟み込み、建材として利用可

能な構造にすることで、デザイン性と施工性を向上させ、さ

らに景観に配慮しながらさまざまな部位に設置できる太陽

電池モジュールです。既にさまざまな施設で導入されてい

ます。 

 

「新エネルギー利用等の促進に関する特別措置法」が施

行され、２０１０年までに風力発電での発電容量を３００万kW

まで引き上げることが計画されています。シミズでは発電

所用地造成計画、風況解析、事業収支予測、風車構造の安

全性チェックや電気設備設計、さらに施工まで、風力発電

所全体の計画推進に携わっており、これまでに基礎土木工

事を含め、１５０基以上の実績があります。 

■ 太陽光発電 

■ 風力発電 
 

廃棄物の再資源化の一つとして家畜糞尿などのバイオガ

ス化が注目されています。シミズでは以前から畜産廃棄物

に着目し、バイオガスプラントなどの技術開発に取り組ん

できました。最近では、家畜排泄物をメタン発酵させてで

きるバイオガスから、水素を取り出して燃料電池を稼働さ

せる「バイオガス高度利用コジェネレーションシステム」を

開発しています。 

■ バイオガスを利用した燃料電池 
 

2003年に竣工した楊貴妃の里ウィンドパーク（山口県） 

 

今
あ
る
設
備
を
見
直
し
て
、 

省
エ
ネ
ビ
ル
へ 

　
施
設
全
体
を
総
合
的
に
捉
え
て
、

省
エ
ネ
対
策
を
行
う
。
こ
れ
が
、
既

存
建
物
の
省
エ
ネ
効
率
を
よ
り
向
上

さ
せ
る
有
効
策
の
一
つ
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
建
物
の
現
状
を
把
握
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
、
建
物

が
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て
ど
の

程
度
環
境
負
荷
を
与
え
る
の
か
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
省
エ
ネ
機
能
の
付
加

を
重
要
課
題
と
し
て
、
設
備
な
ど
の

更
新
を
検
討
し
ま
す
。 

　
省
エ
ネ
技
術
を
導
入
す
れ
ば
、
そ

れ
以
後
の
建
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

に
お
い
て
、
長
期
に
わ
た
り
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
こ
と
が
で

き
、
将
来
的
に
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

を
得
ら
れ
ま
す
。 

 

多
様
な
省
エ
ネ
設
備
を 

組
み
合
わ
せ
れ
ば
効
果
大 

　
照
明
や
空
調
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
設
備
の
高
効
率
化
は
、
代
表
的
な

省
エ
ネ
対
策
で
す
。
現
在
で
は
、
フ

ロ
ア
ご
と
の
空
調
で
は
な
く
、
不
要

な
場
所
を
空
調
し
な
い
技
術
も
あ
り
、

そ
の
技
術
と
、
料
金
の
安
い
夜
間
電

力
を
利
用
し
た
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
を
組

み
合
わ
せ
た
新
た
な
蓄
熱
空
調
シ
ス

テ
ム
な
ど
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
大
き

い
工
場
や
研
究
施
設
に
関
し
て
は
、

翌
日
の
環
境
負
荷
を
予
測
し
無
駄
の

な
い
空
調
運
転
を
行
う
シ
ス
テ
ム
や
、

電
気
や
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
低
コ
ス
ト

で
安
定
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
の
実
用

化
と
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

 

新
築
時
に
は
計
画
段
階
か
ら 

環
境
対
策
を 

　
新
築
の
場
合
に
は
、
施
設
用
途
に

応
じ
て
計
画
段
階
か
ら
多
様
な
環
境

対
策
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
際
に
は
、
「
品
質
」
「
デ
ザ
イ
ン
」

「
機
能
」
「
コ
ス
ト
」
に
加
え
、
各

種
の
環
境
対
策
を
総
合
的
に
行
う
こ

と
で
、
建
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を

通
じ
た
環
境
と
の
調
和
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

施
設
全
体
で
考
え
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策 

 

正面部分に建材一体
型太陽電池モジュール
を採用したシャープ亀山
工場。 
ルーバータイプとカーテ
ンウォールタイプの採光
型が設置されています。 

「光る太陽電池」はシャープが開発した薄膜太陽電池・LED一体型モジュール。
昼間に発電し、夜はLEDが発光してイルミネーションとして利用できます。 

「バイオガス高度利用コジェネレーションシステム」の仕組み 

建物の環境負荷を評価し環境経営をサポートする  

「環境負荷評価システム『GEM-２１』」 
建物のライフサイクルにわたり排出されるCO２、NOx、SOx、エ

ネルギー、廃棄物などの環境負荷を計算し、低減策の検討が行

えるシステムです。建物全体のライフサイクルコストや環境コ

ストの試算もでき、環境効果とコストのバランスを比較・検討し

ながら環境負荷の少ない建物を計画することができます。 

 

シミズの環境技術

※GEM-２１:Global　Environment Model/Management-２１ 

 

シミズと新エネルギー技術 省エネ、省資源、そして自然活用 

特 集 

環境対策の“引き出し”を増やそう 
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●地域に開かれた学生主体のビオトープづくり（16頁参照） 

環境関連学部のない同大学では、学生がビオトープの果たす役割やそ

の管理・活用について学びながら主体的に活動する研究の場として、ビ

オトープをつくることになりました。その活動母体として学生主体で発

足した「エコキャンパス研究会」に当社も参加し、さまざまな技術支援を

行いました。さらに、周辺住民の方々もビオトープづくりに参加され、地

域とのコミュニケーションの場ともなっています。 

 

●自然を活用した省エネ技術を取り入れた体育館 

2005年4月から利用が開始された体育館では、屋上ビオトープ、建物

の温度を下げる屋根散水、風力発電、壁面緑化、太陽光発電、太陽熱温

水器などを採用しています。また、学生が環境教育の教材として活用で

きるよう、新エネルギーの発電量や環境要因、さらには体育館屋根や壁

面の温度環境等をリアルタイムに計測し表示するエコビジョンを設けて

います。 

環境教育を新たな課題とし、「人と自然との関係を身近に感じるエコ

キャンパス」の実現を目指しているフェリス女学院。シミズは新キャン

パスの計画段階から環境教育に関する支援を行い、エコキャンパス

を実現しました。 

●省エネ技術の粋を集めてエネルギー消費を低減 

本館には、トリマックス蓄熱空調システム、省エネ型ビ

ル制御システムなどを導入して、建物全体での省エネ

効率向上を目指しています。１年間の実証結果では、建

物全体の単位面積あたりの１次エネルギー消費量を同

規模の一般的なビル※に比べ43％低減。建物のライフ

サイクル（約60年間）におけるCO2総排出量では、

35.3％低減、約27,370トン相当のCO2削減を図りま

す。 

 

●屋上ビオトープで都心部に生態系を創出 

新本館の屋上には、都市部での自然生態系の回復、保全

を目的に、「屋上ビオトープ」などの緑化手法を導入、あ

わせてヒートアイランド現象の緩和をめざしています。 

シミズ技術研究所本館 
最新の環境技術で建物全体の省エネ効率を大幅向上 

「最新技術の実証の場」として、建物全体に最新の

環境技術を多数導入した、シミズの技術研究所本館。

実証実験を兼ねた運用で、省エネ効率の大幅な向

上が確認されています。 

学生による植生調査 

地域の親子との 
苗木移植の様子 

太陽熱温水器・太陽光発電（奥） 

屋根散水 

ガスエンジン22kw

マイクロガスタービン 
27kw

鉛蓄電池20kwh

統合制御 
サーバー 

全面床吹出し空調システム「フロアフロー」と氷蓄熱シ

ステム、躯体蓄熱システムの3つを組み合わせた新空調

システムです。 

 ランニングコストを最大30％低減する 

「トリマックス蓄熱空調システム」 

電気を低コストで安定供給する、分散型電源システムです。

当社技術研究所の全ての実験施設での約１年間にわたる

実証運転の結果、実用化に目処をつけました。複数の小

規模発電設備と、実験設備など電気を使う側とを一括し

て最適制御し、エネルギー利用率などを向上させることで、

電気を低コストで安定供給します。 

 電気を低コストで安定供給する 
「マイクログリッド」 

※（財）建築環境・省エネルギー機構「住宅・建築省エネルギーハンドブック2002」による 

（上）観察で確認できた 
カワラヒワとギンヤンマの幼虫 

（左）屋上ビオトープ全景 
 

入居者全員が持つ構内PHS電話を利用して館内位置を

リアルタイムで把握し、在席人数に応じて、照明や空調な

どを最適制御するビル管理制御システムです。 

 PHS構内位置情報を活用した 

「省エネ型ビル制御システム」 

直前までの使用エネルギー量をビル管理会社などで、常

時確認しながら省エネの分析・改善に活用します。電気

やガス消費量を削減できるなど、複数棟のエネルギー 

管理の最適化が

図れます。 

 エネルギーモニタリングシステム 

「BAグラファイザー」 

フェリス女学院大学緑園キャンパス 
環境と共生した施設づくりで、環境教育の充実を図る 

風力発電 地上ビオトープ 

BAグラファイザーによる 
ガス消費量の最適化例 

特 集 

環境対策の“引き出し”を増やそう 

既存系統 

太陽光発電10kw

マイクログリッド 

中央実験棟へ 

 

プログラマブルロジック 
コントローラー（PLC） 

エネルギー 
最適化 

実績 

目標 

（m3） 
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ス
ケ
ル
ト
ン
＆
イ
ン
フ
ィ
ル
で 

建
物
の
長
寿
命
化
を
図
る 

　
建
物
の
長
寿
命
化
は
、建
設
と
解
体
に

消
費
さ
れ
る
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
幅

低
減
に
つ
な
が
り
、建
設
分
野
で
は
最
大

の
省
資
源
対
策
と
い
え
ま
す
。 

　
昨
今
で
は
、「
ス
ケ
ル
ト
ン
＆
イ
ン
フ
ィ
ル
」

と
い
う
方
式
を
採
用
し
た
建
物
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。ス
ケ
ル
ト
ン
は
柱
や
梁
な

ど
の
構
造
体
、イ
ン
フ
ィ
ル
は
内
装
や
設
備

を
意
味
し
ま
す
。ス
ケ
ル
ト
ン
で
は
長
期

耐
久
性
を
、イ
ン
フ
ィ
ル
で
は
改
修
時
の
可

変
性
の
自
由
度
を
そ
れ
ぞ
れ
重
視
し
、こ

の
二
つ
を
分
離
し
て
建
設
す
る
こ
と
で
、永

く
使
え
、か
つ
将
来
の
改
修
・
修
繕
が
容

易
な
建
物
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

建
設
・
運
用
の
両
面
で 

さ
ら
に
環
境
負
荷
低
減
を 

　
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
多

様
な
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
や
省
資
源
設
備

の
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。
建
設
分
野

で
は
、
解
体
現
場
で
発
生
す
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ガ
ラ
を
高
品
質
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
再
生
す
る
技
術
な
ど
が
実
用
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
施
設
運
用
面
で
は
、

水
の
使
用
量
を
従
来
の
半
分
以
下
に
す

る
ト
イ
レ
ユ
ニ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
も
開
発

さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
節
水
対
策
を

省
エ
ネ
化
に
よ
る
節
電
対
策
と
併
用
す

れ
ば
、
施
設
全
体
で
よ
り
大
き
な
環
境

負
荷
低
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

環
境
負
荷
を
低
減
す
る
省
資
源
・
資
源
循
環
対
策
 

 緑
化
に
よ
る
冷
却
効
果
で 

周
囲
の
温
度
を
低
下
さ
せ
る 

　
都
市
部
で
は
、
そ
の
周
辺
よ
り
も
気

温
が
高
く
な
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
原
因
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
か

ら
の
大
量
の
輻
射
熱
や
ビ
ル
の
空
調
機

器
か
ら
の
排
熱
な
ど
で
す
。 

　
こ
れ
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
都
市
部

の
緑
化
が
有
効
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

樹
木
の
葉
か
ら
は
盛
ん
に
水
が
蒸
発
し

て
お
り
、
水
が
気
体
に
な
る
と
き
空
気

中
の
熱
が
奪
わ
れ
る
た
め
、
周
囲
の
温

度
が
下
が
り
ま
す
。
都
会
で
も
、
ま
と

ま
っ
た
緑
の
あ
る
場
所
で
は
周
囲
よ
り

数
度
気
温
が
低
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

　
最
近
で
は
、
手
軽
に
ビ
ル
の
屋
上
を

緑
化
で
き
る
技
術
や
、
壁
面
温
度
の
上

昇
を
抑
え
ら
れ
る
壁
面
緑
化
技
術
な
ど

が
実
用
化
さ
れ
、
多
数
の
ビ
ル
で
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ミ
ズ
で
は
、
打
ち

水
効
果
を
利
用
し
、
超
微
細
霧
を
噴
霧

す
る
こ
と
で
大
気
温
度
を
下
げ
る
技
術

も
開
発
し
て
い
ま
す
。 

水
と
緑
を
活
用
し
た
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
 

 
営業しながら最新ビルにリニューアルできる  

「リファインファクトリー」 
これまでは超高層ビルでは足場が組めず、建替以外には外壁改修が行

えませんでした。この技術では、建物を使いながら外観をガラスファサ

ードに一新することができ、建替に比べCO２の排出量を７～８割に削減

することができます。また、設備や内装工事などの全面改修と合わせ

て工事を行えば、建替えに比べて最大半分程度のコストで最新ビルと

同等の外観・機能にリニューアルすることができます。 

シミズの環境技術

使う水の量を従来の半分以下にできる  

「超節水トイレユニットシステム『シーラⅢ』」 
既存のトイレが洗浄に必要な水量は、

１３～１５リットル。「シーラ 」では、

特殊な付帯設備を設置することなく、

６リットルで洗浄できます。新築はも

ちろん、リニューアルにも最適です。 

シミズの環境技術

限られたスペースでも簡単に緑化できる  

「屋上緑化、壁面緑化」 

シミズの環境技術

微細霧の噴霧で大気温度を下げる  

「ドライミスト」 
屋外に設置したポールなどの先端ノズルから、ドライミストと呼

ばれる超微細霧を噴霧するシステムです。打ち水効果を利用し

たもので、ドライミストの噴霧により周辺の外気温度を下げるこ

とで、ヒートアイランド現象の緩和に役立ちます。 

２００５年に開催された「愛・地球博（愛知万博）」でも採用され、夏

場の暑さ対策として効果を発揮しました。このシステムは日陰で

使用することで、より高い効果が得られることが実証されており、

実証データを基に、現在さらに開発を進めています。 

シミズの環境技術

廃棄物や運搬車両を大幅に削減できる  

「コンクリート資源循環システム」 
解体工事で発生したコンクリート塊から、骨材（砂利

と砂）と微粉末（主にセメント成分）に分離・再生し、

再生骨材は再び構造用のコンクリート骨材として、

また微粉末はセメント原料や地盤改良材等に再利

用することで、資源循環を図ります。また、建設現場

内でコンクリートを再生する場合には搬出車両も大

幅に削減することができます。 

シミズの環境技術

壁面緑化 

ワイヤメッシュなどの壁面緑化補助資材を利用して緑化し

ます。下から植物を這わせる「登はん型」と上から植物を

下げる「下垂型」があります。

自動潅水システムを使用す

ることで、簡単に維持管理で

きます。 

ユニット型緑化システム「年中花見月」 

植物への水やり機能を備えた緑化システムです。２週間程

度水やりをしなくてもすみます。設置場所の広さに合わせ

て４０cm角のユニットを自由

に組み合わせ、置くだけで（工

事不要）簡単に緑化できます。 

同じ敷地内に、ミストを噴霧しないテントAと、ミストを噴霧するテントBを設
置。両方のテント下の温度を計測しました。午前11時から正午まで、ミス
トを噴霧したテントBの外気温が、テントAよりも２～３℃低下していること
が検証できました。 

ポール先端のノズルから
ドライミストを噴霧 

※名古屋大学、中部電力、能美防災、川
本製作所、トーキン、なごミスト設計と共同
開発しました。 

愛・地球博で日よけテントに設
置された「ドライミスト」 

施工前 施工後 

写真は実証実験時のもの 

▼最大瞬間流量：従来品と同等 

吐水時間： 
従来品より短縮 

従来品 シーラ III
時間 

瞬
間
流
量 

▼ ▼ 

特 集 

環境対策の“引き出し”を増やそう 

1 5 1 4

（℃）３８ 

３７ 

３６ 

３５ 

３４ 

３３ 

３２ 

３１ 

３０ 

２９ 

２８ 
１０：１６ １０：４６ １１：１６ 

１１：００ 

外気温度 ２～３℃低下 

１２：００ 

１１：４６ １２：１６ １２：４６ １３：１６ １３：４６ １４：１６ １４：４６ 
（時間経過） （２００４年７月２４日実測データ、愛知県日進市内） 

ミスト噴霧停止 

テントAミスト噴霧無し 
テントBミスト噴霧有り 

日陰におけるドライミストの効果 


